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＜「清流の国ぎふ」文化祭２０２４ 県民運動＞ 

ハートマークビューイングワークショップ（１１月３日開催） 

の実施について 

 

能登半島地震及び奥能登豪雨による災害からの復興を祈念し、「清流の国ぎふ」文化祭

２０２４（以下「文化祭」という。）の実施事業において、下記のとおりハートマークビ

ューイングのワークショップを実施します。 

 

記 
 

１ 日時 

令和６年１１月３日（日・祝） 午後０時００分～午後４時００分 

 

２ 場所 

岐阜県庁 １階 ミナモホール前（岐阜市薮田南２－１－１） 

 ※同日行われる「文化芸術共創プログラム総括フォーラム～ともに・つなぐ・みらい

へ～」の来場者を対象に実施 

 

３ ハートマークビューイング概要 

東日本大震災復興支援プロジェクトとして、文化祭総合プロデューサーである日比

野克彦氏の呼びかけで始まったものです。 

世代を超えて、人々の想いやこころ、気持ちを伝えるカタチである「ハートマーク」

（布、フェルト等で形づくる）を用いて被災地の景色を変え、気持ちを繋いでいくプ

ロジェクトです。 

なお、本県のワークショップにおいては、清流の国ぎふを象徴する水のしずく（１

滴）を組み合わせて「ハートマーク」を形づくります。 

 



 

４ 本県での取組み 

文化祭では、「能登半島地震からの復興祈念」をテーマの一つとしています。こうし

た中、日比野氏が学長を務める東京藝術大学と金沢大学が連携して能登半島地震復興

支援プロジェクトとしてハートマークビューイングを実施することから、本県（「清流

の国ぎふ」文化祭２０２４実行委員会）としても、同プロジェクトに並行し、今夏の

奥能登豪雨からの復興も祈念し、県内各地で開催する文化祭事業においてワークショ

ップを継続して開催していきます。 

 

＜制作する「ハートマーク」の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「清流の国ぎふ」文化祭２０２４の概要◆ 

 

１ 正式名称 「第 39回国民文化祭」「第 24 回全国障害者芸術・文化祭」 

２ 統一名称 「清流の国ぎふ」文化祭２０２４（両大会をあわせた名称） 

３ 基本方針 

①「清流の国ぎふ」の文化力を結集・発信 

②次世代を見据えた文化芸術の創造 

③文化芸術で人が輝く共生社会の実現 

④国民文化の大交流の実現 

４ キャッチフレーズ  ともに・つなぐ・みらいへ ～ 清流文化の創造 ～ 

５ 主催者  岐阜県、文化庁、厚生労働省 ほか 

６ 会 期  2024(令和 6)年 10 月 14 日(月・祝)～11 月 24 日(日) 42 日間 

 

 


